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維持する

引き続き、介護予防に関する知識とその重要性についての認識を共有し、高齢者自らの自主的
な介護予防への取組みを支援する環境整備を行う。

成果指標と目標値
の設定理由

地域全体で介護予防に取組む事業を行うため

平成28年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する 成果

成果 2 回 2 回 －

認知症を考える会の開催
目標 1 回 1 回 1 回

成果 1 回 1 回 －

5,949,900 3,389,350

成果指標　アウトカム 平成26年度 平成27年度 平成28年度

介護予防情報誌の発行
目標 2 回 2 回 2 回

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 5,305,872 9,354,900

職
員
数

正規職員 人 0.75 0.90 0.35

嘱託職員 人

7,538,350

市民１人当たりコスト 円 120 212 172

人件費　Ｂ 円 4,958,250

Ｈ28は予算額 一般財源 円 43,452 3,131,000 3,724,000

その他特定財源 円 173,811 117,000 182,000

0.50

市債 円

円 367,000 3,405,000 4,149,000

決算（見込）額　Ａ 円 347,622 3,405,000

53,000 81,000

－

財
源
内
訳

国庫支出金 円 86,906 104,000 162,000

県支出金 円 43,453

認知症サポーター養成講座の開催 15回

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト

項　　目 単位 平成26年度 平成27年度 平成28年度

予
算
額

当初予算 円 367,000 3,405,000 4,149,000

補正予算 円 －

合計

介護予防に関する活動の普及・啓発や地域における自発的な介護予防に資する活動の育成・支援が
できる

市が行う理由
及びその根拠

義務的自治事務 介護保険法

事務事業概要 介護予防普及啓発、認知症を考える会の開催をする

目指す姿

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

活動的な状態にある高齢者
介護予防に関する知識とその重要性について理解し、高齢者が自らの
自主的な介護予防への取組みができるような生活をすることができる

現状・課題

平成28年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

介護予防普及啓発事業 2回

認知症を考える会の開催 1回

予算
体系

会計 介護保険事業特別会計 実施計画

款 ４款 地域包括支援事業費 未計上

項 １項 介護予防事業費

２目 一次予防事業費 平成18年度

政　策 01 健康長寿のまちづくり 係 介護予防包括支援係
総合
計画
体系

基本政策 2 支えあい健やかに暮らせる健康長寿のまちづくり 課・室 高齢者支援課

施　策 07 介護予防と自立生活の支援 内線電話 366

実施期間

目

事務事業名 普及啓発事業
目標設定日 平成28年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（平成28年度目標設定） 事務事業№ 020436

健康福祉部



第10回認知症を考える会の開催

認知症サポーター養成講座の開催

活動内容 ４月 ５月 ６月

平成28年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

介護予防普及啓発事業

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

健康福祉部

課・室 高齢者支援課

係 介護予防包括支援係

事務事業名 普及啓発事業

部・局

▼介護予防情報誌発行（10月、3月） 

▼第10回認知症を考える会の開催 

申請、受付（随時） 


